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Agenda

1. 活動概要
2. ４社の事例の分析
3. シンプル･バージョンの案作成と日程
4. スケジュール
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1.活動概要

•メンバー
•小泉、福地

•岩田（報告者）

•活動状況
•F2F会議：4回 5/13､6/4､6/24､7/9（@日立)

•共通教育資料のシンプル・バージョンの詳細の検討、作成

•全体会合調整
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2. ４社の事例の分析と提案
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a. 分析結果(付録1. 参照)
i. Spec.-2.0を満たすためにｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの記載は必須
ii.Curriculumの過不足を配慮
iii.シンプル･バージョンはパンフフレットの後続資料の位置
付け

iv.各社の一般向け基礎教育の共通内容を考慮

b. 共通教育資料のシンプル･バージョンの内容の提案
a.のi.～ⅲ.は必須項目とし、ⅳ.の共通内容を重点的に、
ⅳ.の一部内容は概略的に、説明する方向で詳細化を図る。

c. 『役割毎の分担と責任の明確化』の例示(付録2. 参照)
Spec.-2.0上での役割の必須要件の例示



3.シンプル･バージョンの案作成と日程

a. 事例分析から、下記章立てで作成開始
OSS概説､知的財産権､OSS活用､ライセンス､
ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､まとめ､問い合わせ先､
出典･参考情報

b. 案作成の検討を通して、下記章立てに変更
知的財産権､FOSSライセンス､
FOSSｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､FOSS導入時の検討､
レビュー､FOSS配布､まとめ､問い合わせ先､
参考文献･団体

c. 先ず、日本語版の第１次案をGitHubにアップ
11月のOSS EUにて英語版の第１次案をGitHubに
アップ予定
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4. スケジュール

CC0-1.0

2018年
10月

2019年
1月

2019年
4月

2019年
7月

2019年
10月

第6回
東芝

第7回
TuvSud

第8回
三菱電機

第9回
デンソーテン

OSS

EU

Leadership

Summit

OSS

NA

OSS

EU

OSS

Japan
Open

Compliance

Summit

Japan

WG

全体会合

国際会議

OpenChain

会議

教育資料

事例収集

事例分析

役割毎の案検討

ｼﾝﾌﾟﾙ･ﾊﾞｰｼﾞｮﾝの概要検討
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ｼﾝﾌﾟﾙ･ﾊﾞｰｼﾞｮﾝの詳細検討､作成(日本語)

第10回
富士通

ｼﾝﾌﾟﾙ･ﾊﾞｰｼﾞｮﾝの詳細検討､作成(英語)



付録1.4社の事例の分析
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Company OpenChain

教育 Spec.
-2.0

Spec.
-1.2

Curriculum
-1.2

リーフレット

対象者 － － － －

教

育

概

要

導入

OSS概説 ○

知的財産権 ○ ○ ○

ｿﾌﾄｳｪｱ一般概説

OSS活用 ○ ○

ライセンス ○ ○ ○

OSS混入､検出ﾂｰﾙ ○

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ○ ○ ○ ○

ｺﾐｭﾆﾃｨ活動､
OSS化

○

纏め､お願い事項

問い合わせ先

出典･参考情報

Spec.-2.0を満たす
ために、

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
の記載は必須

シンプル・バージョンは､
リーフレットの後続資料

の位置付け

Curriculumの
過不足を配慮



付録1.4社の事例の分析
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Company Precision Machinery Company

教育 ｿﾌﾄｳｪｱ開発者が
押さえておくべ
き 知的財産権

OSS
基礎

OSS
基礎

OSS
基礎

SW開発者
向けOSS
研修

OSS検出
ツール
研修

OSS
講演会

法務向
け教育

知財向
け教育

対象者 全社員向け 全社員
向け

ﾊﾟｰﾄﾅｰ
向け

SW委託
開発者向け

SW委託
開発者向け

SW委託
開発者向け

経営層
向け

法務
向け

知財部
門向け

教

育

概

要

導入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

OSS概説 ○ ○ ○ ○ ○

知的財産権 ○ ○ ○

ｿﾌﾄｳｪｱ一般概説 ○ ○

OSS活用 ○ ○ ○ ○ ○

ライセンス ○ ○ ○ ○

OSS混入､検出ﾂｰﾙ ○ ○ ○

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ○ ○ ○ ○

ｺﾐｭﾆﾃｨ活動､
OSS化

○

纏め､お願い事項 ○ ○ ○ ○ ○

問い合わせ先 ○ ○ ○ ○

出典･参考情報 ○

各社の一般向け
基礎教育



付録1.4社の事例の分析

9

Company Consumer Electronics Company１ 同左２ IT Company

教育 OSS研修 OSSｺﾐｭﾆﾃｨ
研修１

OSSｺﾐｭﾆﾃｨ
研修２

OSS
基礎研修

OSS
基礎研修

OSSｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
ｾﾐﾅｰ

OSSの
基礎

OSSｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
教育

対象者 SW技術
者･一般

SW技術者 SW技術者 新人 一般 一般(*1) 一般
(*2)

OSSｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
関係者(*3)

教

育

概

要

導入 ○ ○

OSS概説 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知的財産権 ○ ○ ○ ○

ｿﾌﾄｳｪｱ一般概説

OSS活用 ○ ○ ○ ○ ○

ライセンス ○ ○ ○ ○ ○ ○

OSS混入､検出ﾂｰﾙ

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ○

ｺﾐｭﾆﾃｨ活動､
OSS化

○ ○ ○

纏め､お願い事項 ○ ○ ○

問い合わせ先 ○ ○

出典･参考情報 ○ ○

各社の一般向け
基礎教育

各社の一般向け
基礎教育

各社の一般向け
基礎教育

*1:一般(ｿﾌﾄｳｪｱ技術者中心で企画/品質/法務/知財/他)、*2:OSSを利用するための社内インフラ利用経験のある営業、SE、設計、品質保証、他

*3:OSSのコンプライアンス(ライセンス、知財、他)、ガイドラインに関連する管理者、担当者向け



付録1.4社の事例の分析
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Company サプライヤー向け共通教育資料の
シンプル・バージョン

教育 OSSの基礎

対象者 一般

教

育

概

要

導入

OSS概説 ◎

知的財産権 ◎

ｿﾌﾄｳｪｱ一般概説

OSS活用 ◎

ライセンス ◎

OSS混入､検出ﾂｰﾙ ○

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ◎

ｺﾐｭﾆﾃｨ活動､
OSS化

○

纏め､お願い事項 ○

問い合わせ先 ○

出典･参考情報

◎：重点的事項
○：概略的事項
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付録2. 『役割毎の分担と責任の明確化』の例示

OSSの
レビューと承認
Spec.-2.0 3.

コンプライアンス
アーティファクト
の作成と伝達
Spec.-2.0 4.

コンプライアンス
アーティファクト
の作成と伝達
Spec.-2.0 4.

OSSの
レビューと承認
Spec.-2.0 3.

外部からのオープン
ソースに関する問い合
わせに効果的に対応

Spec.-2.0 2.1


